
貸  借  対  照  表 

（令和 7年 3月 31日現在）

株式会社宮城メイコー  (単位：千円) 

資 産 の 部 負 債 の 部 

科 目 金   額 科   目 金   額 

流 動 資 産 868,455 流 動 負 債 1,120,193 

現 金 及 び 預 金 157,161 短 期 借 入 金 800,000 

売 掛 金 166,640 未 払 金 162,025 

製 品 16,864 未 払 費 用 43,617 

原 材 料 134,071 未 払 法 人 税 等 170 

仕 掛 品 242,625 預 り 金 1,706 

貯 蔵 品 62,911 賞 与 引 当 金 112,672 

立 替 金 1,301 固 定 負 債 51,729 

前 払 費 用 13,192 退 職 給 付 引 当 金 51,729 

未 収 入 金 63,005 

未 収 還 付 法 人 税 等 11 負 債 合 計 1,171,922 

未 収 消 費 税 等 10,671 純 資 産 の 部 

株主資本 1,561,268 

固 定 資 産 6,985 (資本金) (       25,000) 

(有形固定資産) (  6,316) (資本剰余金) (   25,000) 

構 築 物 50 資本準備金 25,000 

機 械 及 び 装 置 345 (利益剰余金) (    △346,481)

工具、器具及び備品 5,921 そ の 他 利 益 剰 余 金 △346,481

(投資その他の資産) (    669)  繰 越 利 益 剰 余 金 △346,481

差 入 保 証 金 669 (うち当期純利益) (     △346,481)

純 資 産 合 計 △296,481

資 産 合 計 875,441 負債純資産合計 875,441 



個別注記表 
重要な会計方針に係る事項に関する注記 
1. 資産の評価基準及び評価方法

 たな卸資産の評価基準及び評価方法 
 先入先出法による原価法（収益の低下による簿価切下げの方法） 

2. 固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産の減価償却の方法

定額法を採用しております。
(2) 無形固定資産の減価償却の方法

定額法を採用しております。
(3) 長期前払費用

定額法によっております。
3. 引当金の計上基準

(1) 賞与引当金
従業員に対する賞与の支給見込額として、将来の実際支給見込額のうち、当期対応

分を計上しております。 
(2) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務（期末に在籍
する従業員の自己都合要支給総額の 100%）及び年金資産の見込額に基づき、計上して
おります。  

4. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
消費税等の会計処理 
 税抜方式によっております。 

貸借対照表に関する注記 
有形固定資産の減価償却累計額 1,894千円 

株主資本等変動計算書に関する注記 
  発行済株式に関する事項 

株式の種類 前期末 増加 減少 当期末 

普通株式（株） 1,000 - 1,000 
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